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瀬谷所長の研究を事業採択

非臨床試験の準備を進める瀬谷司所長

　

青
森
大
学
の
青
森
ね
ぶ
た

健
康
研
究
所
に
よ
る
研
究
が
、

国
立
研
究
開
発
法
人
・
日
本

医
療
研
究
開
発
機
構
の
令
和

5
年
度
「
ワ
ク
チ
ン
・
新
規
モ

ダ
リ
テ
ィ
研
究
開
発
事
業
」
に

採
択
さ
れ
た
。名
立
た
る
研
究

所
や
国
立
大
学
が
採
択
さ
れ

る
中
で
私
立
大
学
と
し
て
唯

一
の
快
挙
と
な
っ
た
。　　
　

　

採
択
さ
れ
た
の
は
、
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
へ
の
応
用
が
期
待

さ
れ
る
新
し
い
研
究
。現
在
開

発
し
て
い
る
免
疫
増
強
剤
（
ア

ジ
ュ
バ
ン
ト
）
は
、
副
作
用
の

な
い
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
必

須
の
ア
イ
テ
ム
で
あ
り
、開
発

に
成
功
す
れ
ば
今
後
発
生
し

得
る
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
へ

の
ワ
ク
チ
ン
対
策
を
加
速
す

る
。こ
の
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
は
、

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
非
臨
床
試

験
で
安
全
性
が
担
保
さ
れ
て

お
り
、今
後
感
染
症
で
も
汎
用

性
の
高
い
ワ
ク
チ
ン
開
発
に

貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

瀬
谷
司
所
長（
青
森
大
学
薬

学
部
特
任
教
授
）
は
「
青
森
の

雇
用
促
進
と
最
短
寿
命
県
返

上
に
免
疫
を
強
め
る
創
薬
研

究
が
お
役
に
立
て
ば
光
栄
で

す
。ま
た
、
次
世
代
の
若
い
人

が
青
森
を
離
れ
ず
に
、地
元
を

支
え
る
体
制
づ
く
り
が
大
事

で
、我
々
は
研
究
を
通
じ
て
貢

献
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

今
後
、感
染
症
ワ
ク
チ
ン
で

の
非
臨
床
試
験
を
始
め
、2
年

後
に
は
創
薬
の
た
め
の
治
験

開
始
を
目
指
す
。　　
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デ
ジ
タ
ル
時
代
に
必
要
な

「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
AI
」
へ
の
関
心
を
高
め
、

そ
れ
を
適
切
に
理
解
し
、
活

用
す
る
基
礎
的
な
能
力
や
実

践
的
な
課
題
解
決
能
力
を
育

成
す
る
た
め
、
文
部
科
学
大

臣
が
認
定
し
て
奨
励
す
る
制

度
に
、
青
森
大
学
が
本
年
度

選
ば
れ
た
。　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

文
系
理
系
を
問
わ
ず
希
望

す
る
学
生
が
受
講
で
き
る

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
AI

リ
テ
ラ
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
昨
年
度
か
ら
開
設
し
、
今

後
も
運
用
し
い
く
。ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
収
集
・
蓄
積
・
分

析
や
AI
の
活
用
に
よ
り
、
社

会
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
の

解
決
や
新
た
な
価
値
創
造
が

感
染
症
ワ
ク
チ
ン
へ
の
応
用
期
待

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A I

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A I

文
部
科
学
大
臣
が
認
定 

国
立
研
究
開
発
法
人･

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
　 

■苫米地 愛美 さん
■薬学部 薬学科 5年
　（青森南高校卒）

―

今
年
度
の
薬
剤
師
体
験
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
ね
。　　
　
　

　
「
サ
ポ
ー
ト
は
当
然
で
す
。私
自

身
、高
校
3
年
時
に
薬
学
部
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
、薬
学
生
さ
ん
か

ら
学
業
な
ど
の
色
々
な
不
安
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
、

す
っ
き
り
解
決
し
た
こ
と
を
今
も

憶
え
て
い
ま
す
。私
も
薬
学
生
5
年

と
な
り
、高
校
生
た
ち
が
抱
え
る
不

安
や
疑
問
の
解
消
の
一
助
に
な
れ

た
ら
、
と
思
っ
て
参
加
し
て
い
ま

す
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

国
家
試
験
の
準
備
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
「
大
変
で
す
よ
。で
も
、私
は
元
々

理
数
系
が
好
き
で
、文
系
が
全
然
ダ

メ
だ
っ
た
の
で
、好
き
な
分
野
に
注

力
で
き
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
で
す
。

こ
こ
で
の
勉
強
は
自
分
の
未
来
の

ど
こ
に
繋
が
っ
て
い
る
の
か
わ
か

り
ま
す
。モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が

り
ま
す
。で
も
薬
の
名
前
を
憶
え
る

の
は
ダ
メ
で
す
ね
。名
前
が
カ
タ
カ

ナ
で
と
て
も
長
い
ん
で
す
…
」　　

　

　

　

学
生
の
声

リ
テ
ラ
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

リ
テ
ラ
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

期
待
さ
れ
て
お
り
、
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
AI
に

関
す
る
初
級
レ
ベ
ル
の
基
礎

事
項
を
身
に
付
け
る
。ま
た
、

ど
の
よ
う
な
職
種
に
就
い
て

も
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
と

さ
れ
る
デ
ー
タ
の
活
用
や
読

む
力
、扱
う
能
力
、及
び
デ
ー

タ
や
AI
を
扱
う
上
で
の
留
意

事
項
な
ど
の
習
得
を
目
指

す
。澁
谷
泰
秀
学
長
は「
IT
専

門
の
教
員
が
専
門
知
識
を
分

か
り
や
す
く
教
え
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
必
ず
学
生
の

将
来
に
役
立
つ
」と
話
し
、認

定
を
受
け
た
学
校
で
単
位
を

取
得
し
た
学
生
は
文
部
科
学

省
が
認
定
す
る
バ
ッ
ジ
を
取

得
で
き
、
企
業
や
社
会
で
の

活
用
が
期
待
さ
れ
る
。　



　

後
援
会
と
学
生
課
が
主
催
す

る
学
生
の
自
主
的
な
企
画
に
対

す
る
助
成
事
業
「
あ
お
り
ん
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
２
０
１
７
年

度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
7
年
目

を
迎
え
た
。毎
年
個
性
豊
か
な

企
画
が
応
募
さ
れ
る
本
企
画
。

今
年
度
は
昨
年
度
を
大
幅
に
上

回
る
応
募
が
あ
り
、
14
件
が
採

択
さ
れ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

例
え
ば
、
村
元
亜
美
さ
ん
が

代
表
を
務
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
語
り
合
お
う
、
障
が
い
者
が
自

分
ら
し
く
『
生
き
る
・
働
く
』
地

　

県
内
の
教
育
機
関
と
し
て
初

め
て
、
学
生
向
け
の
カ
ー
シ
ェ

ア
サ
ー
ビ
ス
が
本
学
青
森
キ
ャ

ン
パ
ス
に
導
入
さ
れ
た
。　　

　

青
森
キ
ャ
ン
パ
ス
は
青
森
市

郊
外
に
位
置
す
る
た
め
、
マ
イ

カ
ー
が
な
い
学
生
ら
は
自
転
車

や
徒
歩
や
バ
ス
で
、
ま
た
は
車

を
所
有
す
る
友
達
に
相
乗
り
さ

せ
て
も
ら
い
移
動
す
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
だ
。今
回
カ
ー
シ
ェ

ア
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
授
業
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
個
人
的

な
用
事
等
で
の
利
用
が
見
込
ま

れ
、
手
軽
に
移
動
手
段
を
レ
ン

タ
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

利
用
料
金
は
、
15
分
１
８
７

円
。利
用
者
は
専
用
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
１
台
で
予
約
か
ら
支
払

い
ま
で
す
べ
て
行
え
る
。24
時

間
利
用
可
能
で
、
ガ
ソ
リ
ン
代

の
負
担
が
な
く
、
も
し
も
の
事

故
な
ど
の
際
の
保
険
も
万
全
の

体
制
と
な
っ
て
い
る
。学
生
の

生
活
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る

と
期
待
さ
れ
る
。　　
　
　
　

　

利
用
し
た
学
生
は
「
こ
の
よ

う
な
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
待
っ

て
い
ま
し
た
。し
か
も
バ
ス
よ

り
安
い
で
す
。サ
ー
ク
ル
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
利
用
し
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
た
。

域
社
会
を
」
で
は
、
県
内
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
に
つ

い
て
情
報
収
集
を
行
う
。　　

障
が
い
者
だ
け
で
な
く
、
一
般

市
民
に
と
っ
て
も
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
存
在
や
役
割
が
十

分
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。そ

こ
で
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

説明を受ける総合経営 4年 岩渕緒久斗さん㊨（尼崎西高校卒）

到
達
点
と
今
後
の
展
望
を
語
り

合
う
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
。こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
よ
っ
て
、
障
害
福
祉
事
業

者
同
士
の
情
報
交
換
や
連
携
を

促
進
し
、
社
会
全
体
で
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
目
指
す
。　　

　

木
村
響
さ
ん
が
代
表
を
務
め

る
三
味
線
部
は
、
2
年
前
に
創

部
し
、
市
内
各
所
に
声
掛
け
を

し
て
、
様
々
な
場
所
や
イ
ベ
ン

ト
で
演
奏
し
て
き
た
。現
在
で

は
、
演
奏
依
頼
が
増
え
て
活
躍
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15
分
１
８
７
円

15
分
１
８
７
円

学
生
の
想
い
カ
タ
チ
に

 

今年度のあおりんプロジェクト

カーシェア導入 県内教育機関で初

あ
お
り
ん

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

「
バ
ス
よ
り
安
い
！
」

「
バ
ス
よ
り
安
い
！
」

■薬学部薬学科 
　・６年 小甲 絢斗さん（函館稜北卒 . 北海道） 
　　「北海道・東北の植物抽出物の炎症における
　　　　　　　　　　　　　    　免疫細胞への効果の検討」 
 　・３年 木村 響さん（N高校卒） 
　　「『あおしゃみ』普及プロジェクト」

■総合経営学部経営学科 
　・３年 田中 孝太郎さん（青森商業卒） 
　　「『青森大学』ブランドの日本酒づくりプロジェクト」 
　・２年 長谷川 拓海さん（クラーク記念国際高校卒 . 秋田県） 
　　「ビジネスプラン商品化プロジェクト」 

■社会学部社会学科コミュニティ創生コース 
　・４年 丹治 晶さん（湯本高校卒 . 福島県） 
　　「AOMORI Workation 
　　　　　　　  ～ “関係人口” を作って青森を活性化！～」 
　・４年 中居 彩佳さん（八戸東高校卒）
　　「釡石で学ぶ！ワーケーションの極意！ 
　　　　　　　　　　　　　　帰釡会でナイトキャンプ！ 」 
　・４年 平山 裕樹さん（青森山田高校卒）
　　「あさむし月末マルシェ
　　　　　　　　　　　　with 光るボールでナイトゴルフ」 
　・３年 鈴木 流由さん（五所川原高校卒） 
　　「津軽線プロジェクト」 
　・１年 沼澤 幸織彩さん（田名部高校卒）
　　「子どもの居場所お助けプロジェクト」 

■社会学部社会学科福祉コース 
　・２年 村元 亜実さん（弘前実業高校卒）
　　「語り合おう、障がい者が自分らしく
　　　　　　　　　　　　  　『生きる・働く』地域社会を」 
　・２年 塩崎 佳那さん（青森山田高校卒）
　　「高大連携による三陸復興応援事業」 

■ソフトウェア情報学部ソフトウェア情報学科 
　・３年 佐藤 成さん（青森山田高校卒）
　　「青森大学、青森公立大学サークル合同ライブ」 
　・２年 渡辺 叶愛さん（田名部高校卒） 
　　「下北ジオパーク探求プロジェクト」 
　・１年 菅野 文香さん（橘高校卒 . 神奈川県） 
　　「3D プリンター可能性追求プロジェクト」 

部員を指導する木村さん

会議での村元さん

の
場
を
広
げ
て
い
る
。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
訪
問
公
演
な

ど
を
増
や
し
、
三
味
線
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い

る
。ま
た
、
大
学
祭
へ
向
け
て
、

三
味
線
の
練
習
を
重
ね
る
と
と

も
に
、
部
員
に
薬
学
部
生
が
多

い
こ
と
を
活
か
し
、
美
味
し
い

薬
学
実
験
の
準
備
も
進
め
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　

※氏名はプロジェクト代表者名のみ記載


